
栄養管理部　初期研修プログラム　　全体目標：（レベルⅢ）臨床研究への関わりから得た知見を日常業務に活かす。さらに業務を通じ，興味を持った専門領域の資格取得を目指す。
令和８年４月１日修正

1. 6.

2. 7.

3. 8.

4. 9.

5. 10.

【院内】 【院内】 【院内】 【院内】 【院内】 【院内】

□ 関連研修 □ 感染管理研修会（前期） □ 経営研修会 □ ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱ研修会 □ NST褥瘡委員会10分勉強会 □ 接遇研修会

□ 防火訓練 □ NST褥瘡委員会活動報告研修会 □ 労務管理研修会 □ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修会 □ 医療技術部門合同研修会

□ 医療安全管理研修会（前期） □ 急変時における職員対応研修会 □ ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止研修会 □ 感染管理研修会（後期）

□ NST専任要件取得研修 □ 防犯研修会

□ 診療報酬研修会

【院外・WEB】※自己研鑽（一部出張扱い）

□ 職能団体主催研修会

□ 疾病・病態研修会

□ 病態別栄養管理研修会

□ 所属学会主催研修会

□ NST専任要件取得研修

□ 栄養指導 □ 学会発表に向けた総合的な支援

□ 栄養療法（経腸栄養・静脈栄養・食欲不振対
応等） □ NST専任要件を取得するための研修を受講

□ 他職種との連携（患者面談後の報告等）

□ 分院・診療所栄養管理業務を単独で行えるた
めに必要な業務を学ぶ
（栄養指導・患者対応・部門システムをもち
いた基本献立業務・職員および委託業者対応
ほか）

□ 正確かつ簡潔なｶﾙﾃ入力

□ 研究ﾃｰﾏ選定・ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ作成

□ 専門資格取得のためのﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成

【所属長】 【所属長】 【所属長】 【所属長】 【所属長】

□ 専門資格取得のためのﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成支援 □ 人事評価期首面談（助言） □ NST専任要件取得研修受講に向けた調整およ
び支援（申請・担当業務内容ほか）

□ 人事評価期中面談（助言） □ 人事評価期末面談（助言）

□ 資格取得費用助成制度に関する説明（取得に
向けた部門の方針および申請人数調整含む）

□ １年を振り返り今年度の課題を伝え，解決に
向け来年度の目標設定を支援する

【上司・先輩】 【上司・先輩】

□ 研究ﾃｰﾏ選定・ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ作成への助言（必要時
倫理審査も考慮）

□ NST専任要件取得研修受講に向けた調整およ
び支援（研修プログラム・講師スケジュール
調整ほか）

□ 学会発表に向け，ﾃﾞｰﾀ収集への助言および支
援

□ 学術活動を行うにあたり，必要に応じた日常
業務調整および支援

□ 担当病棟での栄養管理業務を支援 □ 学会発表に向け，ﾃﾞｰﾀ収集への助言および支
援

□ 献立検討会への参加により，大量調理を考慮
した献立作成上の留意点を学ぶ

□ 分院・診療所栄養管理業務支援要員となれる
よう担当施設を定め，担当施設職員の協力を
得て教育する（栄養指導・患者対応・部門シ
ステムをもちいた基本献立業務・職員および
委託業者対応ほか）

【指導業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】 【指導業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】

□ 同席による栄養指導（肥満妊婦，妊娠糖尿
病，糖尿病合併妊娠、小児肥満及び小児低栄
養、癌・低栄養）開始

□ 栄養指導に関する疑問への回答や助言をする

【NST業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】 【NST業務ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるOJT】

□ 栄養療法に関する問い合わせへの対応策を確
認し，必要な助言を与える □

NST専任要件取得研修会（開催，症例作成支
援）

□ NST業務全般

【自己学習】

□ 経腸栄養剤，ONS，栄養補助食品等の製品特
性を把握

【所属長】 【所属長】 【所属長】 【所属長】

□ 達成状況を前年度の栄養管理部ｽｷﾙﾏｯﾌﾟを用
い，面談にて評価 □ 人事評価期首面談（業績目標設定） □ 期中面談（業績中間評価） □ 期末面談（業績・能力評価）

□ 初期研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの進捗状況を評価

□自身の経験を活かし，後輩の教育にあたることができる

評価

3年目

目標

集
合
教
育

研修
内容

□課題を見つけ，次年度に解消するためのプランを構築する

□分院・診療所栄養管理業務支援要員となる

□学会発表に向け，ﾃﾞｰﾀ収集を開始する

□専門資格取得に向けた取り組みを開始する

上半期 下半期

□栄養指導（肥満妊婦，妊娠糖尿病，糖尿病合併妊娠，小児肥満及び小児低栄養、癌・低栄養）ができる

□担当病棟での栄養管理業務をすべて行うことができる

□学会発表に向け，研究ﾃｰﾏ・ﾌﾟﾛﾄｺｰﾙ作成および手続きを学ぶ

□学会発表を行うことが望ましい（対象学会等を問わず）

□NST専任要件を取得する

職
場
内
教
育

指導
内容

指導
方法


